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1 【提出理由】

2017年12月19日、ジンマー・バイオメット・ホールディングス・インク（以下「当社」という。）は、当

社の取締役会（以下「取締役会」という。）が2017年12月19日付でブライアン・Ｃ．ハンソン氏を当社の社

長兼最高経営責任者に任命し、かつ取締役に選任したことを発表した。ハンソン氏は、2017年7月11日から

2017年12月19日まで当社の臨時最高経営責任者及び取締役を務めたダニエル・Ｐ.フローリン氏の後任にな

る。

したがって、当社は、金融商品取引法第24条の5第4項並びに企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第2

項第9号の規定に基づき、本臨時報告書を提出するものである。

 

 

2 【報告内容】

(1)　当該異動に係る代表者の氏名、職名及び生年月日

 

退任

氏名： ダニエル・Ｐ.フローリン（Daniel P. Florin）

年齢： 53歳（2017年12月19日現在）

役職名： 臨時最高経営責任者及び取締役

 (Interim Chief Executive Officer and a member of the Board of

Directors)

 

就任

氏名： ブライアン・Ｃ．ハンソン（Bryan C. Hanson）

年齢： 50歳（2017年12月19日現在）

役職名： 社長兼最高経営責任者及び取締役

 (President and Chief Executive Officer and a member of the Board

of Directors)

 

(2)　当該異動の年月日

 

2017年12月19日

 

(3)　当該異動の日における当該代表者の所有株式数

 

ダニエル・Ｐ.フローリン： 22,225株

ブライアン・Ｃ．ハンソン： 0株

 

(4)　新たに代表者となった者の主要略歴

 

ハンソン氏は、2015年1月から当社入社までメドトロニック・パブリック・リミテッド・カンパニー

（以下「メドトロニック」という。）の執行副社長兼低侵襲治療法グループ社長を務めた。それ以

前、同氏は2014年10月から2015年1月までコヴィディエン・パブリック・リミテッド・カンパニー

（以下「コヴィディエン」という。）の上級副社長兼コヴィディエン・グループ社長を、2013年10月

から2014年9月までは同社の上級副社長兼医療機器及び米国グループ社長を、2011年7月から2013年10

月まではコヴィディエンの上級副社長兼外科手術関連事業グループ社長を、そして2006年7月から

2011年6月までコヴィディエンのエネルギー機器事業の社長を務めた。ハンソン氏は1992年10月から

2006年７月までコヴィディエンにおいて販売、マーケティング及び統括管理におけるその他の責任あ

る役職を段階的に歴任した。
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